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琵琶湖産ミジンコ類を用いたバイオアッセイの検討について
ミジンコ急性遊泳阻害試験
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ＯＥＣＤにおける生態影響試験法の中で，使用される生物は琵琶湖には棲息していない種類がほとんどであ
り，今後，こうしたバイオアッセイの普及により，これらの種類によって生態系が乱されることが危惧され
ている．そこで，今回，琵琶湖産ミジンコを用いた急性遊泳阻害試験を，有機リン系殺虫剤を用いて検討を
行った．その結果，琵琶湖沖帯に分布する がＯＥＣＤ標準種の に最も近いDaphnia pulicar ia Daphnia magna
濃度域で遊泳阻害が認められた．また，沿岸帯や内湖に分布するミジンコ類に比べ，沖帯に分布するミジン
コ類はダイアジノンに対する感受性が 倍程度高いことが推察された．今後，琵琶湖周辺において有害物質3
の簡易スクリーニングに用いるミジンコ類としては大型で繁殖力の高い が最も有望であるDaphnia pulica r ia
ことが明らかとなった．

キ－ワ－ド：バイオアッセイ，ミジンコ， ，急性遊泳阻害試験，琵琶湖Daphnia pulica r ia

はじめに

現在，各種排水中の化学物質分析は機器分析で行われ
ているが，化学物質数の増加や分析対象濃度域の微量化
に伴い，時間的，経済的，人的コストが大幅に増加し，
すべての化学物質を分析し毒性評価することは不可能で
ある．このため近年ではバイオアッセイによる簡易なス
クリーニング法 の確立が望まれている．また，化学物1)

質による生態系への影響を未然に防止するため，各化学
物質の環境リスクを評価し，それに基づいた化学物質管
理も一部行われるようになってきた ．しかし，現在は１）

化学物質を規制する際に，人への健康影響に対する配慮
はあるが，生態系を守るという視点からみればまだ不十
分と言える．
ＯＥＣＤでは化学物質が生態系に及ぼすリスクを評価

する際，少なくとも生物種に対する毒性データ を用い２）

て総合的に評価する必要があるとしている．
しかし，ＯＥＣＤにおける生態影響試験で主に使用さ

れる生物種は琵琶湖には棲息しないものがほとんどであ
り，今後，バイオアッセイの普及により，これら琵琶湖

に棲息しない種類によって生態系が攪乱される危険性を
伴っている．さらに，他府県では多くの処理水が海に注
ぐ河川に流されているのに対し，滋賀県では各種工場排
水や家庭排水などが終末処理場等で処理されながらも琵
琶湖へと流れ込んでおり，この近畿千四百万人の大切な
飲料水源を守っていくためにも，その排水中のより厳し
い毒性評価が重要であると考える．
当センターでは，バイオアッセイの実用化に向けた検

討を行っており，昨年度までに，緑藻類を用いた藻類生
長阻害試験の検討や，ミジンコを用いた急性遊泳阻害試
験 ，繁殖阻害試験 についても検討してきた．３ ４））

今回，琵琶湖に流入する各種排水中に含まれる有害物
質の簡易スクリーニング手法の確立を目的として，数種
類の琵琶湖産ミジンコを用いたバイオアッセイの適用性
について検討を行ったので報告する．なお，本論文の内
容は，平成14年9月に東京農工大学で開催された第8回バ
イオアッセイ研究会・日本環境毒性学会 合同研究発表
会において発表 した．５）

方法
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１．試験方法
ミジンコを用いた生態影響試験はＯＥＣＤのテストガ

イドライン ミジンコ類急性遊泳阻害試験法 に準じ202, 6)

た．
２．試験化学物質
化学物質としては，琵琶湖周辺で害虫防除に多く使用

されている有機リン系殺虫剤のダイアジノンを用いた．
ダイアジノンは，毒物及び劇物取締法で劇物に指定さ

れている有機リン系殺虫剤で，果樹や野菜などの農業用，
芝生などの園芸用，防虫畳，ハエ・蚊・ノミ・ゴキブリ
などの害虫防除に使用され，過剰に摂取すると，吐き気，
頭痛，嘔吐，下痢などの症状を生じる．また，本殺虫剤
は１μ Ｌ程度の低濃度でも に対して遊泳阻g/ D. magna

害数を引き起こすことを，我々は前報 で報告してきた．3)

３．試験の詳細
ＯＥＣＤのテストガイドライン ミジンコ類急性202,

遊泳阻害試験法 についての概要は，前所報 に記載し6 3) )

ているため省略する．

希釈水3.1

希釈水はサントリー社製造の天然水（硬度約 Ｌナト30mg/ ,

4.9mg/L, 1.4mg/ , 9.7mg/ ,リウム マグネシウム Ｌカルシウム Ｌ
カリウム Ｌ）を使用し，事前に希釈水として適正である2.8mg/

か前報 の繁殖試験を実施し確認した．また，試験中には試４）

験水の交換は行わず，餌も与えなかった．

試験条件3.2

急性遊泳阻害試験には生後 時間以内の幼体が必要24

となる．試験開始 日前に体に幼体が詰まった親ばか2

りを， ビーカーに分離し， 日前に産仔した幼体500ml 1

24 1はすべて除去した．その後， 時間以内に産仔した
種類あたり 頭（合計 頭）を用いた．培養条件120 720

はプレハブ型培養室を使用し，水温は ℃，照度20 }1

～ （ 時間明 時間暗条件）に設定し，1000 2000lux 16 /8

開始時と終了時にｐＨおよび溶存酸素量を測定した．
試験には 用ビーカーを用い，ミジンコ数は 試50ml 1

験濃度につき 頭を 頭ずつ 群に分けて使用した．20 5 4

本試験では公比を （ √ ）で設定した．本試験の結1.8 10４

果から環境毒性学会提供ソフトを使用し，プロビット法等
で半数遊泳阻害 および を求めた．遊泳24hrEC 48hrEC50 50

阻害の基準としては，試験容器を穏やかに動かした後，
ミジンコが遊泳しないか，触角は動かせていても正常に
遊泳できない状態を遊泳阻害とした．

親の飼育条件3.3

親の飼育のため飼料は，琵琶湖産緑藻綱に属する
や を用いAnkist rodesmus fa lca tus Chlorella vulugar is

た．各種を培養室にて大量培養し，給餌回数は週に 回5

琵琶湖から単離したミジンコ類は以上少量ずつ与えた．
事前に予備培養を数回繰り返し，一頭のミジンコが定期

的に安定して産仔する事を確認してから，遊泳阻害試験
を開始した．

４ ミジンコの種類
試験のために琵琶湖から分離したミジンコ類は，今回の

Daphnia pulica r ia ,Diaphanosoma brachyurum ,

Daphnia obtusa , Daphnia galea ta , Simocepha lus

vet u lu s , Cer ioda ph n ia qu a dr a n gu la , Moin a

rect irost r is , Moina macrocoopa , Bosmina longirost r is ,

の 種類であった．これらの種Chydorus sphaer icus 10

，類の中で， ℃の培養条件下で継代培養が可能であり20

定期的に産仔を繰り返し，バイオアッセイとして取り扱
Daphniaいが可能な種類としては Daphnia pu lica r ia ,

4obtusa , Daphnia ga lea ta , Simocepha lus vetu lus の
種類であった．

琵琶湖沖帯から分離し今回の生態影響試験には，この
た や および，水深の浅い池D. pulica r ia D. ga lea ta

沼や内湖に分布する や の４種と，D. obtusa S. vetylus

ＯＥＣＤテストガイドラインにおける標準種となってい
．る （２系統）についても同時に試験を行ったD.magna

なお，本標準種の の一系統は滋賀県立大D. magna

学の安野正之教授より分譲頂き，もう一系統は，ベルギ
DAPHTOXKITー製ミジンコ急性遊泳阻害試験キット(
いた．各種類F MAGNA)の耐久卵から孵化した幼体を

の形態的特徴と分布は次のとおりである．

Fords 18934.1 Daphnia pulicar ia

ミジンコ類の中でも大型のミジンコに属し， 年1999

春季に琵琶湖沖帯において大量に確認された．尾爪の中
部棘刺列が他種より大きいため 群に属し，吻D. pulex

D.と単眼の間にある網状組織が長く伸びている点が
とは異なる．本種は，北米やヨーロッパの比較的pulex

大きな湖沼では普通にみられるミジンコである．

Sars,18644.2 Daphnia ga lea ta

通常カブトミジンコとも呼ばれ，体は伸長した卵形で，
半透明か透明である．殻刺は殻長の約半分と長い．日本
では，北海道や本州の湖沼に多く出現する．琵琶湖では
年間を通じて沖帯で観察されるが 月末から 月にか11 2

けて特に増加傾向を示す．

Kurz,18744.3 Daphnia obtusa

通常，ミジンコと呼ばれる 群に属し，体殻腹D.pulex

縁の内側に沿って，一列の剛毛を有している点が本種の
特徴である．殻刺は短く，中には消失したものがある．
吻は尖るが に比べるとやや短い．近畿地方やD. pulex

北陸地方の平野部に多く分布する．琵琶湖では内湖の浅
瀬に少ないが分布する．

O.F.Muller ,17764.4 Simocepha lus vetu lus

オカメミジンコと呼ばれ，体は広卵形，後端は刺とは
ならない．単眼が細長い紡錘形に複眼の下から吻端の方
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へ走っているのが特徴である．水草の繁茂した小池沼に
多く分布し，遊泳するときは背を下にして遊泳する特徴
がある．

Straus,18204.5 Daphnia magna

オオミジンコと呼ばれる．幅広い卵形で殻は黄色かま
たは淡紅色．殻刺は短く，時にはほとんど消失している
こともある．頭部の幅が広く，頭頂は鈍円，吻はやや突
出する．殻弧はよく発達し殻弧の背前方に２条の縦の翼
がある．北半球温帯に広く分布し，ステップ，ツンドラ
にある一時的な浅い水たまりに多く分布する．特に富栄
養化した小型藻類に富む湖沼に出現する．日本の湖沼や
琵琶湖での分布は確認されていない．

結果

琵琶湖より単離培養したミジンコを用いて急性遊泳阻
害試験を行った結果，20℃の培養条件下では，今回の実
験においてもコントロール区が非常に安定しており，コ
ントロール区におけるミジンコのへい死は一頭も認めら
れなかった。このことは、ミジンコ類は最適環境下にお
いては単為生殖を営み，雌ばかりが出現しため，他の有
性生殖を営む生物に比べ非常に安定していたと考えられ
た。
試験溶液の暴露前および試験終了後のｐＨは表1～6に

示したように ～ の間で変動し，また，溶存酸素7.5 8.9

量は 以上とミジンコの急性遊泳阻害試験条件と8.1mg l/

しては各区とも良好であった．次に各ミジンコについて
結果を示す．

Daphnia pulicar ia１．
μｇ ＬのD. pulica r ia の 時間後の遊泳阻害率は48 1 /

濃度で ％であり， μｇ Ｌ以上の濃度では ％35 5.6 / 100

が阻害を示した．また，本種は大型種での D. pulica r ia

あり遊泳阻害の有無の確認が容易であった （表１）．
Daphnia ga lea ta２．

μｇ Ｌの濃D.ga lea ta の 時間後の遊泳阻害率は48 1 /

度で ％であり， μｇ Ｌ以上の濃度では ％の10 3.2 / 100

が遊泳阻害を示した．本種は小型の透明種でD. ga lea ta

あり，肉眼では幼体の確認が難しいため実体顕微鏡下に
て遊泳阻害の有無を確認した．また，一部の幼体につい
ては表面に浮き上がり平衡感覚を失ったものも観察され
た （表２）．

Daphnia obtusa３．
μｇ Ｌの濃D.obtusa の 時間後の遊泳阻害率は48 1 /

度では ％と遊泳阻害は全く認められなかった．しか0

し， μｇ Ｌの濃度で ％の幼体に遊泳阻害が認め5,6 / 80

阻られ， μｇ Ｌの最高設定濃度区では ％の遊泳10 / 100

害が認められた．また，本種幼体の体色は白色であり，
走行性が強いため遊泳阻害の有無の確認が容易であった．
（表３）

Simocepha lus vetu lus４．
μｇ Ｌの濃度S. vetu lus の 時間後の遊泳阻害率は48 1 /

では と同様に ％と，全く遊泳阻害は認めらD.obtusa 0

れなかったが， μｇ Ｌの最高の設定濃度では ％10 / 100

阻害が認められた．また，本種は大型種であるが，の遊泳
ビーカーの底で静止状態の場合が多く，遊泳阻害の有無
の確認が困難であった．従って実体顕微鏡下にて遊泳阻

（表４）害の有無を確認した．
５． 滋賀県立大学分譲株)Daphnia magna (

幼体継代培養を行っている親から生まれた D. magna

μｇ Ｌの濃度で ％での 時間後の遊泳阻害率は48 1 / 50

があり， μｇ Ｌ以上の濃度では ％の3.2 / 100 D.magna

図１ 試験結果D aphnia pulicaria
ダイアジノン)(

図 2 試験結果D aphnia galeata
ダイアジノン)(

図 3 試験結果D aphnia obtusa
ダイアジノン)(
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阻害を示した．また，本標準種は大型種であり，幼体も
他のミジンコ類に比較すると大型で，遊泳阻害の有無の

（表５）確認が容易であった．
)６．Daphnia magna (DAPHTOXKIT F MAGNA

市販のミジンコ急性遊泳阻害試験キットの耐久卵を孵
の 時間後の遊泳阻害率は化させて用いた D. magna 48

μｇ Ｌの濃度で ％のミジンコが遊泳阻害を示し，1 / 95

が遊泳阻1.8 / 100μｇ Ｌ以上の濃度では ％の D.magna

害を示した．今回のダイアジノンを用いた試験結果から
本種が最も ．し低濃度で生物応答を示した種類であった
かし、 時間 値と 時間ＥＣ の差が最も大き24 EC 48５０ ５０

かった．また，本種は大型種であり，遊泳阻害の有無の
（表６）確認が容易であった．

７．各ミジンコ種の 値EC50

ダイアジノンを用いた琵琶湖産ミジンコ類の急性遊泳
阻害試験の 値を表7および図1～図6に示した．EC50

ＯＥＣＤの標準種である の 時間Daphnia magna 48

値は に示すように μｇ Ｌであり，EC 1.04 /50 表 7
Daphnia pulica r ia Daphnia ga lea taは μｇ Ｌ，1.29 /

は μｇ Ｌ， は μｇ Ｌ，1.34 / 4.06 /Daphnia obtusa

μｇ Ｌであった．Simocepha lus vetylus 2.92 /

Daphnia以上の結果からＯＥＣＤの標準種である
に最も近い濃度( 倍)で遊泳阻害が認めらる種magna 1.0

としては であり，標準種の 倍でDaphnia pu lica r ia 1.2

あることが明らかとなった．また， もDaphnia ga lea ta

同程度の濃度( 倍)で遊泳阻害が認められたものの，1.3

小型種であることや，俊敏に移動するため捕まえにくく，
しかも体が透明であるため肉眼では観察しにくいことな
どから，簡易バイオアッセイに用いるミジンコには適し
ていないと考えられた．
次に琵琶湖沿岸や内湖に分布する はDaphnia obtusa

標準種 の3.9倍と高濃度に設定しないDaphnia magna

と遊泳阻害を起こさなかった．このことは，沿岸帯や内
湖に分布するミジンコは沖帯に分布するものに比べ殺虫
剤であるダイアジノンに接する機会も多く，薬物代謝酵
素が沖帯のものより強いためではと考えられた．
次にオオミジンコについて比較した結果，市販のミジ

ンコ急性遊泳阻害試験キットの耐久卵から孵化させて得
Daphnia magnaた幼体は，標準株として継代している

より低濃度( μｇ Ｌ， 倍)で遊泳阻害が認めら0.62 / 0.6

れた．このことは，耐久卵から孵化直後の幼生は比較的
弱く，暴露後24時間では遊泳阻害は少なかったが48時間
暴露では多かったことから，通常の親から放出されたも
のよりも耐久卵から孵化させたものは殺虫剤であるダイ
アジノンに対する感受性が高いことも推察された．

属以外のミジンコ種類では沿岸部や内湖にDaphnia

多く分布する についても同時にSimocepha lus vetylus

，実施した結果， は μ ( 倍)であり48hEC 2.92 g/L 2.850

と同様に比較的高い濃度に設定しないDaphnia obtusa

と遊泳阻害を起こさないことなども明らかとなった．

まとめ

今回，殺虫剤などの微量化学物質に対する生物応答
が優れているミジンコに着目し，琵琶湖産ミジンコ類を
用いたバイオアッセイについて検討した結果，沿岸帯や
内湖に生息環境を持つミジンコ類に比べ，沖帯に生息環
境を持つミジンコ類は化学物質(ダイアジノン)に対する
生物応答が2～3倍高いことが推察され，標準種と比較し
ても沿岸帯で観察される で 倍，Daphnia obtusa 3.9

図5 試験結果D aphnia m agna
ダイアジノン:滋賀県立大学)(

図 6 試験結果D aphnia m agna
ダイアジノン:DAPHTOXKIT)(

図 4 試験結果Sim ocephalus vetylus
ダイアジノン)(
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で2.8倍と高いことが推察されSimocepha lus vetylus

た．また，琵琶湖沖帯において大量発生( 年春季)1999

した はＯＥＣＤの標準種であるDaphnia pulica r ia

と同レベルの生物応答を示す種であるDaphnia magna

ことも判り，今後，琵琶湖周辺での各種排水中に含まれ
る有害物質の簡易スクリーニングに用いるミジンコ類と
しては，今回の試験結果からみると本種が最も有望であ
ることが示唆された．
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表1　Daphnia pulicaria 　急性遊泳阻害試験結果
ダイアジノン　２４時間後 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 1 1 5
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 0 0 1 1 5
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 1 0 0 1 2 10
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 3 2 3 3 11 55
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 4 3 3 4 14 70
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 5 5 5 5 20 100

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.78 － 100 － 8.40 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.71 － 102 － 8.44 2 0 2 0 4 20
2 1.00 － 7.65 － 100 － 8.42 1 1 2 3 7 35
3 1.80 － 7.62 － 103 － 8.55 3 4 1 2 10 50
4 3.20 － 7.59 － 106 － 8.65 5 4 5 5 19 95
5 5.60 － 7.57 － 104 － 8.55 5 5 5 5 20 100
6 10.00 － 7.56 － 105 － 8.68 5 5 5 5 20 100

表2　Daphnia galeata 　急性遊泳阻害試験結果
ダイアジノン　２４時間後 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 0 0 0
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 2 1 1 4 20
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 1 1 2 2 6 30
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 5 3 5 3 16 80
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 5 5 4 5 19 95
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 5 5 5 5 20 100

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.64 － 96 － 8.30 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.64 － 99 － 8.39 0 0 0 0 0 0
2 1.00 － 7.61 － 100 － 8.42 0 0 1 1 2 10
3 1.80 － 7.60 － 101 － 8.44 4 3 4 4 15 75
4 3.20 － 7.59 － 101 － 8.44 5 5 5 5 20 100
5 5.60 － 7.58 － 101 － 8.45 5 5 5 5 20 100
6 10.00 － 7.55 － 102 － 8.50 5 5 5 5 20 100
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表３　Daphnia obtusa 　急性遊泳阻害試験結果
ダイアジノン　２４時間後 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 0 0 0
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 0 0 0 0 0
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 0 0 0 0 0 0
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 0 1 0 1 2 10
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 0 0 2 0 2 10
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 3 3 4 4 14 70

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.61 － 100 － 8.40 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.59 － 100 － 8.45 0 0 0 0 0 0
2 1.00 － 7.58 － 101 － 8.58 0 0 0 0 0 0
3 1.80 － 7.56 － 101 － 8.58 1 0 0 0 1 5
4 3.20 － 7.57 － 100 － 8.47 1 2 0 1 4 20
5 5.60 － 7.58 － 100 － 8.36 4 3 5 4 16 80
6 10.00 － 7.56 － 101 － 8.56 5 5 5 5 20 100

表４　Simocephalus vetulus  急性遊泳阻害試験　本試験結果
ダイアジノン　２４時間後 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 0 0 0
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 0 0 0 0 0
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 0 0 0 0 0 0
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 0 0 0 0 0 0
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 3 1 3 2 9 45
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 4 5 5 5 19 95

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.59 － 99 － 8.36 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.58 － 100 － 8.39 0 0 0 0 0 0
2 1.00 － 7.55 － 100 － 8.43 0 0 0 0 0 0
3 1.80 － 7.54 － 100 － 8.44 0 1 0 0 1 5
4 3.20 － 7.55 － 101 － 8.53 3 4 3 3 13 65
5 5.60 － 7.55 － 100 － 8.53 5 4 5 5 19 95
6 10.00 － 7.54 － 102 － 8.61 5 5 5 5 20 100
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表５　Daphnia magna　急性遊泳阻害試験結果
ダイアジノン　２４時間後 （滋賀県立大学分譲株） 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 0 0 0
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 0 0 0 0 0
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 4 2 3 2 11 55
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 3 2 4 3 12 60
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 3 2 4 3 12 60
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 5 5 5 4 19 95

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.55 － 107 － 8.85 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.54 － 102 － 8.73 0 0 0 1 1 5
2 1.00 － 7.51 － 109 － 8.92 2 3 1 4 10 50
3 1.80 － 7.53 － 102 － 8.45 5 4 5 4 18 90
4 3.20 － 7.52 － 104 － 8.69 5 5 5 5 20 100
5 5.60 － 7.52 － 105 － 8.74 5 5 5 5 20 100
6 10.00 － 7.52 － 105 － 8.72 5 5 5 5 20 100

表６　Daphnia magna急性遊泳阻害試験
ダイアジノン　２４時間後 （DAPHTOXKIT F MAGNA） 平成１３年９月１０～１２日

濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% 8.03 － 105 － 8.61 － 0 0 0 0 0 0
1 0.56 8.02 － 101 － 8.31 － 0 0 0 0 0 0
2 1.00 8.02 － 102 － 8.36 － 0 0 0 1 1 5
3 1.80 8.01 － 101 － 8.30 － 3 2 1 3 9 45
4 3.20 8.02 － 101 － 8.29 － 3 4 4 3 14 70
5 5.60 8.00 － 101 － 8.32 － 5 3 4 4 16 80
6 10.00 7.96 － 102 － 8.37 － 5 5 5 5 20 100

ダイアジノン　４８時間後
濃度 ｐＨ ＤＯ(％) ＤＯ(mg/l 遊泳阻害数 阻害率
μg/L 試験前 試験後 試験前 試験後 試験前 試験後 1 2 3 4 計 （％）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｾﾄﾝ1% － 7.54 － 98 － 8.20 0 0 0 0 0 0
1 0.56 － 7.52 － 98 － 8.32 0 2 3 2 7 35
2 1.00 － 7.51 － 99 － 8.35 5 5 5 4 19 95
3 1.80 － 7.54 － 98 － 8.38 5 5 5 5 20 100
4 3.20 － 7.55 － 98 － 8.34 5 5 5 5 20 100
5 5.60 － 7.54 － 101 － 8.60 5 5 5 5 20 100
6 10.00 － 7.52 － 102 － 8.60 5 5 5 5 20 100


